
よ
る
と
、
孟
子
が
恵
王
と
対
話
し
た
の
は
前
三
二
〇
年

頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
当
時
既
に
暗
君
と
の
評
価
が
定

着
し
て
い
た
。
国
学
者
本
居
宣
長
は
『
玉た

ま

勝か
つ

間ま

』
巻
十

四
に
お
い
て
暗
愚
な
恵
王
に
向
か
っ
て
王
道
を
説
い
た

孟
子
の
不
見
識
を
批
判
す
る
が
、
大
田
錦
城
は
『
梧ご

窓そ
う

漫ま
ん

筆ぴ
つ

』
三
編
（
一
八
三
九
）
で
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

梁
の
恵
王
の
救き

う

荒く
わ
う

の
術
は
、
戦
国
澆げ

う

季き

と
い
へ

ど
も
、
却
て
周
官
の
及
ば
ざ
る
所
あ
り
、
河
内
凶

な
れ
ば
其
民
を
河
東
に
移
し
、
其
あ
る
所
の
食
に

就
て
生
活
せ
し
め
、
又
河
東
の
粟
を
河
内
に
転
ぜ

し
め
て
、
河
内
の
民
の
老ら

う

稚ち

の
移
し
難
き
も
の
の

食
と
す
と
な
り
。
こ
れ
は
良
法
に
し
て
、
恐
く
は

魏
罃
の
私
智
に
は
非
ず
。
周
官
の
違ゐ

意い

に
て
晋
国

伝
来
の
旧
政
な
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
。
孟
子
の
五

十
歩
百
歩
を
以
て
規き

諷ふ
う

せ
ら
れ
し
は
、
治
道
の
最

上
乗
の
教
へ
ら
る
ゝ
に
は
、
左
も
有
る
べ
き
か
。

今
日
に
も
梁
の
恵
王
の
如
き
準
備
を
な
す
侯
国
あ

ら
ば
、
有
志
の
人
と
云
ふ
べ
き
な
り
。

　

こ
こ
で
は
敗
戦
を
重
ね
た
う
え
、
孟
子
の
王
道
論
に

も
耳
を
貸
さ
ず
暗
君
と
目
さ
れ
た
恵
王
に
も
民
政
へ
の

配
慮
が
あ
っ
た
点
は
当
代
の
諸
侯
も
真
似
す
べ
き
と
の

戦　
ヲ

、
請　

フ

以　
テ

レ

戦　
ヲ

喩た
と
ヘ
ン。
填て

ん

然ぜ
ん
ト
シ
テ

　

 

鼓　
シ

レ

之　
ニ

、
兵
刃
既　

ニ

接　
シ

、

棄す
テ

レ

甲　
ヲ

曳ひ
キ
テレ

兵　
ヲ

而
走　

ル

。
或　

イ
ハ

　

百
歩　

ニ
シ
テ

　

而
後　

ニ

止　
リ

、
或　

イ
ハ

　

五

十
歩　

ニ
シ
テ

　

而
後　

ニ

止　
ル

。
以　

テ
二

五
十
歩　

ヲ
一

笑　
ハ
バ二

百
歩　

ヲ
一

則　
チ

何い
か
ん
ト如

。」
曰　

ク

「
不
可　

ナ
リ。
直た

ダ

不　
ル

二

百
歩　

ナ
ラ一

耳の
み

。
是　

レ
モ

 

亦　
タ

走　
ル

也　
ト

。」

　

恵
王
は
他
国
の
状
況
と
比
較
し
て
、
魏
に
は
民
衆
が

集
ま
ら
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
が
、
孟
子
は
こ
れ
を
戦

場
の
寓
喩
と
し
た
。「
五
十
歩
逃
げ
た
兵
士
が
百
歩
逃

げ
た
兵
士
を
笑
う
の
は
ど
う
か
」
と
の
孟
子
の
質
問
に

対
し
、
恵
王
は
「
そ
の
歩
数
が
百
歩
で
な
い
だ
け
で
逃

げ
た
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
」
と
答
え
る
が
、
ど
こ
の

国
の
実
態
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
王
自
身
に
悟
ら
せ
る
。

　

中
原
を
治
め
て
い
た
魏
は
趙
、
韓
二
国
と
と
も
に
紀

元
前
四
〇
三
年
晋
国
か
ら
独
立
し
、
こ
こ
か
ら
戦
国
時

代
が
幕
を
開
け
る
。
初
代
の
文
侯
（
魏ぎ

斯し

）
は
李り

克こ
く

、

呉ご

起き

、
西せ

い

門も
ん

豹ひ
ょ
う

な
ど
の
人
材
を
登
用
し
て
戦
国
初
の

覇
を
唱
え
、
跡
を
継
い
だ
武
侯
（
魏ぎ

撃げ
き

）
も
領
土
を
拡

大
し
た
。
三
代
目
の
恵
王
（
魏ぎ

罃お
う

）
は
前
三
四
一
年
に

馬ば

陵り
ょ
う

の
戦
い
で
斉
の
孫そ

ん

臏ぴ
ん

に
大
敗
し
、
そ
の
後
は
秦

の
商し

ょ
う

鞅お
う

に
も
攻
め
ら
れ
て
安あ

ん

邑ゆ
う

か
ら
大だ

い

梁り
ょ
う

に
遷
都
し

て
覇
権
を
失
う
。
滝
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
に

一　

は
じ
め
に

　

故
事
成
語
「
五
十
歩
百
歩
」
は
孟
子
の
故
事
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
群
雄
割
拠
の
中
で
覇
道
を
推
進
す
る
戦

国
諸
侯
に
向
け
て
王
道
を
説
い
た
孟
子
の
対
話
に
由
来

し
、
戦
場
に
お
け
る
五
十
歩
と
百
歩
の
逃
走
に
は
変
わ

り
が
な
い
と
す
る
寓
喩
で
あ
る
。『
礼
記
』
王
制
に
よ

る
と
、「
古
者
以　

テ
二

周
尺
八
尺　

ヲ
一

為　
ス

レ

歩　
ト

、
今
以　

テ
二

周
尺
六

尺
四
寸　

ヲ
一

為　
ス

レ

歩　
ト

」
と
あ
り
、
当
時
の
一
歩
は
現
在
の
一

五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
と
解
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、「
五
十

歩
百
歩
」
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て

「
五
十
歩
」
と
「
百
歩
」
の
差
異
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
。
本
稿
で
は
当
該
成
語

に
お
け
る
漢
文
教
材
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　

故
事
成
語
「
五
十
歩
百
歩
」
時
代
背
景

　

故
事
成
語
「
五
十
歩
百
歩
」
は
、
魏
（
梁
）
の
恵
王

の
と
こ
ろ
に
訪
れ
た
孟
子
と
の
問
答
に
見
え
る
。

梁　
ノ

恵
王
曰　

ク

「
寡く

わ

人じ
ん

之
於　

ケ
ルレ

国　
ニ

也
、
尽　

ク
スレ

心　
ヲ

焉　
の
み
　

耳
矣
。

河か

内だ
い

凶　
ナ
レ
バ、
則　

チ

移　
シ

二

其　
ノ

民　
ヲ

於
河
東　

ニ
一、
移　

ス
二

其　
ノ

粟　
ヲ

於
河

内　
ニ

一。
河
東
凶　

ナ
レ
バ

　

亦　
タ

然　
リ

。
察　

シ
二

隣
国
之
政　

ヲ
一、
無　

シ
下

如　
キ

二

寡
人
之
用　

フ
ル
ガ

一レ 

心　
ヲ

者
上。
隣
国
之
民
不
レ

加　
ヘ

レ

少　
キ
ヲ、

寡
人

之
民
不　

ル
ハレ

加　
ヘ

レ

多　
キ
ヲ、
何　

ゾ

也　
ト

。」
孟
子
対こ

た
ヘ
テ

曰　
ク

「
王
好　

ミ
レ

楽
漢
的
「
五
十
歩
百
歩
」
考

―「
五
十
歩
」と「
百
歩
」・
数
値
の
差
に
着
目
し
て
―
　
狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校　

樋
口
　
敦
士
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旨　
ヲ

上

云　
フ

爾の
み

。
吁あ

あ

終　
ニ

未　
ダ

レ

免　
レ

二

五
十
歩
之
誚そ

し
り
ヲ 

哉
。

⑦
太
宰
春
台
『
文ぶ

ん

論ろ
ん

』（
一
七
三
九
）

　

有　
リ

下

以　
テ

二

小
不
是　

ヲ
一

笑　
フ

二

大
不
是　

ヲ
一

者
上。
則　

チ

曰　
フ

下

以　
テ

二

五
十

歩　
ヲ

一

笑　
フ

二

百
歩　

ヲ
一

之
類　

ト
上

。

⑧
五
井
蘭
洲
『
瑣さ

語ご

』（
一
七
六
七
）

　

余
於　

イ
テレ

是こ
こ
ニ

 

知　
ル

二

先
主
之
為な

リ
ヲ一レ人　
ト

。与と
二

曹
孫
一

五
十
歩
百

歩
也
。夫そ

レ

三
雄
鼎
争　

ス

。
先
主　

ノ

智
勇
居を

リ
テ二

二
雄
之
下　

ニ
一

而

名
望
出　

ヅ
ル二

魏
呉　

ノ

上　
ニ

一

者
、但　

ダ

縁よ
ル

下

以　
テ

二

劉
氏　

ヲ
一

復　
セ
ン
コ
ト
ニ

中　
　

漢
室　

ヲ
上

也
。
蜀
国
無　

ク
ン
バ

二　

劉
氏　

ノ

一
血
路
一、則　

チ

無　
カ
ラ
ン

二　

他　
ノ

伎
倆
一。
人
望　

モ

亦　
タ

無　
シ

レ

所
レ

帰　
ス
ル。

⑨
三
浦
瓶
山
『
閑か

ん

窓そ
う

自じ

適て
き

』（
一
七
七
六
）

　

孟
子
ヲ
信
ス
ル
コ
ト
、
宋
儒
ニ
同
ジ
ク
、
其
書
ヲ
尊

ブ
コ
ト
、
論
語
ニ
同
シ
。
徒
ニ
論
孟
二
書
ヲ
信
シ
テ
。

六
経
ヲ
非
薄
ス
。
我
ヨ
リ
是
ヲ
見
レ
バ
、
五
十
歩
ヲ

以
テ
、
百
歩
ヲ
笑
フ
ノ
類
ノ
ミ
。

⑩
山
本
北
山
『
作さ

く

詩し

志し

彀こ
う

』（
一
七
八
二
）

　

徠
翁
、
己
レ
文
章
ニ
暗
キ
コ
ト
此か

く

ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、

『
蘐
園
随
筆
』
ヲ
著
シ
テ
、
附
録
ニ
、
伊
藤
仁
斎
・

釈
玄
光
ガ
文
章
ノ
誤
謬
ヲ
論
弁
ス
。
所い

は
ゆ
る謂
五
十
歩
ニ

シ
テ
百
歩
ヲ
笑
フ
ナ
リ
。

⑪
大
田
南
畝
『
徳と

く

和わ

歌か

後ご

万ま
ん

載ざ
い

集し
ゅ
う

』（
一
七
八
四
）

　

五
十
歩
も
百
歩
も
を
な
じ
足
も
と
の

　
　

よ
ろ
り
よ
ろ
ひ
と
酔
ひ
給
へ
か
し（
酒さ

け
の

上う
え
の

不ふ

埒ら
ち

）

⑫
大
田
南
畝
『
此こ

奴い
つ

和は

日に
つ

本ぽ
ん

』（
一
七
八
四
）

　

塩え
ん

秀し
う

才さ
い

日
々
娼
門
に
遊
び
、
青
楼
に
上
る
。
此
の
所

を
五
十
歩
道み

ち

、
孟
子
に
い
は
ゆ
る
五
十
歩
百
歩
の
違

ひ
と
は
、
大
恩
寺
前
と
観
音
の
方
の
事
か
知
ら
ぬ
。

⑬
滝
沢
馬
琴
『
三さ

ん

七し
ち

全ぜ
ん

伝で
ん

南な
ん

柯か
の

夢ゆ
め

』（
一
八
〇
七
）

ル

一

　

軍
ノ
コ
ク
チ
ニ
テ
既
ニ
鑓や

り

ヲ
合
セ
ン
ト
ス
ル
時
百
歩

退
ク
者
モ
ア
リ
。
五
十
歩
ニ
ク
ル
者
モ
ア
リ
。
退
ク

処
ハ
同
ジ
事
ナ
レ
バ
、
五
十
歩
百
歩
遠
近
ニ
テ
百
歩

ヲ
難　

シ
レ

笑　
ヒ

。

②
山
鹿
素
行
『
山や

ま

鹿が

語ご

類る
い

』（
一
六
六
六
）

　

さ
れ
ば
賄
賂
を
う
く
る
も
う
け
ざ
る
も
、
唯
だ
五
十

歩
百
歩
の
た
が
ひ
に
し
て
、
是
に
よ
つ
て
道
お
こ
な

は
れ
私
や
む
と
云
ふ
べ
き
所
あ
ら
ざ
る
也
。

③
山
鹿
素
行
『
謫た

っ

居き
ょ

童ど
う

問も
ん

』（
一
六
六
八
）

　

学
ノ
道
ス
ヂ
ハ
異
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
程
朱
陸
王
ト
モ
ニ
、

聖
人
ノ
学
ヲ
失
却
ス
ル
ハ
同
ジ
コ
ト
也
。
唯
五
十
歩

百
歩
ノ
間
タ
ル
ベ
シ
。

④
近
松
門
左
衛
門
『
栬も

み
じ

狩が
り

剣
つ
る
ぎ
の

本ほ
ん

地じ

』（
一
七
〇
九
）

　

諸
任
が
わ
ざ
と
心
え
、
只
一
筋
に
御
太
刀
を
大
事
に

か
け
、
前
後
を
わ
か
た
ず
落
し
程
に
物
に
さ
そ
は
る

心
地
に
て
、
そ
こ
共
し
ら
ぬ
山
々
を
二
三
日
は
さ
ま

よ
ひ
し
が
、
漸

や
う
〳
〵

夢
の
覚
め
た
る
如
く
、
始
て
驚
く

か
ひ
も
な
し
。
此
云
わ
け
は
私
ご
と
。
五
十
歩
を
も

つ
て
百
歩
を
笑
ふ
と
か
や
。
逃
る
は
同
じ
逃
る
也
。

⑤
佐
藤
直
方
『
学が

く

談だ
ん

雑ざ
つ

録ろ
く

』（
一
七
一
六
頃
）

　

一
学
者
ガ
出
テ
堯
舜
ノ
御
代
ニ
シ
ヤ
ウ
ト
思
フ
テ
モ
、

何
ノ
事
功
モ
ナ
シ
。
下
手
碁
打
ノ
会
合
ニ
強
弱
ハ
ア

レ
ド
モ
、
手
ヲ
ナ
ヲ
ス
ニ
至
ラ
ヌ
ウ
チ
ハ
、
五
十
歩

百
歩
ナ
リ
。
学
者
ガ
コ
コ
ニ
目
ガ
ツ
カ
ヌ
。

⑥
荻
生
徂
徠
『
弁べ

ん

道ど
う

』（
一
七
一
七
）

　

近
世
頗す

こ
ぶ
ル

有　
リ

下

言　
フ

二

宋
儒
之
非　

ヲ
一

者
上。
而し

か
ル
ニ

　
 

か

顧へ
り
み下
レ
バ

其　
ノ

所　
ノ

レ

為　
ス

二

道
徳　

ト
一

者　
ヲ

上、
則　

チ

亦　
タ

不　
ル
トレ

出　
デ

下

言
語
講
説
之
間
、

僅わ
づ
か
ニ

能　
ク

削
二

其　
ノ

已　
ニ

甚　
シ
キ

者　
ヲ

一、
而
稍や

や

傅 　

以　
　
　

温
柔
之

　

リ
テ

た
す
ク
ル
ニ　

テ
ス
ル
ヲ

中

指
摘
が
あ
り
、
一
定
の
評
価
を
す
る
向
き
も
見
ら
れ
る
。

　

典
拠『
孟
子
』以
降
、漢
籍
に
お
け
る「
五
十
歩
百
歩
」

の
用
例
を
以
下
に
取
り
あ
げ
る
。
北
宋
期
、
王
安
石
が

常
平
法
を
青
苗
法
に
改
め
よ
う
と
し
た
際
に
、
范
鎮
は

「
且ま

さ
ニ下

陛
下
疾に

く
ミ
テ二　

富
民
之
多　

ク

取　
ル
ヲ一

而
少　

シ
ク

　

取　
ラ
シ
メ
ン
ト

上
レ　

之　
ニ

。 

此　
レ

正　
ニ

百
歩
、
五
十
歩
之
間
耳の

み

」
と
反
論
す
る

（『
宋
史
』）。こ
の
ほ
か
、明
の
高こ

う

攀は
ん

龍り
ゅ
う「

察　
ス
ル
ニ

二　

其　
ノ

用
心　

ヲ
一、

何　
ヲ

以　
テ

異　
ナ
ラ
ン
ヤ

三　

於
五
十
歩　

ノ

笑　
フ
ニ二

百
歩　

ヲ
一

」（『
明
史
』）、
清

の
陳
忱
「
坐
二―

視　
ス
ル
ハ

　

君
父
之
難　

ヲ
一、
只　

ダ

算　
シ

下―

得　
タ
リ

 

以　
テ

二

五
十

歩　
ヲ

一

笑　
フ
ヲ中

百
歩　

ヲ
上

」（『
水
滸
後
伝
』）、
ま
た
漢
詩
文
に
は

南
宋
の
黄
大
受
「
有
紙
与
無
紙  

百
歩
五
十
歩
（
有
紙

と
無
紙
と  

百
歩
五
十
歩
）」、
姚
勉
「
五
十
笑
百
歩  

曳
杖
如
橫
戈
（
五
十  

百
歩
を
笑
ふ  

杖
を
曳ひ

く
こ
と

戈ほ
こ

を
横
た
ふ
る
が
ご
と
し
）」、
清
の
乾
隆
帝
「
自
笑
同

孟
語  

五
十
歩
百
歩
（
自
ら
笑
ふ
こ
と
孟
語
と
同
じ
く  

五
十
歩
百
歩
）」
な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
、
現
在
の
中

国
の
辞
書
に
は
「
五
十
歩
笑
百
歩
」（『
漢
語
大
詞

典
』・『
新
華
成
語
大
詞
典
』）
と
記
さ
れ
る
。

三　

わ
が
国
に
お
け
る
「
五
十
歩
百
歩
」
用
例

　

わ
が
国
に
お
け
る
当
該
成
語
の
用
例
に
は
、
室
町
時

代
の
『
太
平
記
』
巻
三
十
九
「
変
じ
易
き
心
は
鴻
毛
よ

り
軽
く
、
撓た

ゆ

ま
ざ
る
志
は
麟
角
よ
り
も
稀
也
。
人
数
な

ら
ぬ
小
者
共
の
中
に
、
適

た
ま
〳
〵

一
度
も
翻
ら
ぬ
人
一
両
人

有
り
と
い
へ
ど
も
、
其
も
若
し
禄
を
与
へ
利
を
含
め
て
、

呼
出
す
方
あ
ら
ば
、
一
日
も
足
を
留
む
べ
か
ら
ず
。
唯

五
十
歩
に
止
る
者
、
百
歩
に
走
る
を
笑
ふ
が
如
し
」
と

あ
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
は
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
。

①
林
羅
山
『
巵し

言げ
ん

抄し
ょ
う

』（
一
六
二
〇
）
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八
八
五
〉）「
今
か
ら
馳か

け

て
い
ん
で
も
五
十
歩
百
歩
じ
や
。

少
々
の
ろ
く
歩あ

る行
か
ん
か
」、
正
岡
子
規
『
墨ぼ

く

汁じ
ゅ
う

一い
っ

滴て
き

』（
明
治
三
十
四
年
〈
一
九
〇
一
〉）「
辛
う
じ
て
択え

ら

び
得
た
る
者
亦
到
底
俳
句
界
を
代
表
し
得
る
者
に
非
ず
。

さ
れ
ど
若
し
『
新
俳
句
』
を
取
つ
て
之
と
対
照
せ
ば
其

差
啻た

だ

に
五
十
歩
百
歩
の
み
な
ら
ざ
る
べ
し
」、
夏
目
漱

石
『
野の

分わ
き

』（
明
治
四
十
年
〈
一
九
〇
七
〉）「
世
の
中

を
不
愉
快
に
す
る
位
な
人
間
な
ら
ば
、
中
野
一
人
を
愉

快
に
し
て
や
つ
た
つ
て
五
十
歩
百
歩
だ
。
世
の
中
を
不

愉
快
に
す
る
位
な
人
間
な
ら
、
又
一
日
も
早
く
死
ぬ
方

が
ま
し
で
あ
る
」、
寺
田
寅
彦
『
断
水
の
日
』（
大
正
十

一
年
〈
一
九
二
二
〉）「
或あ

る

人ひ
と

の
話
で
は
電
気
の
絶
縁
の

為
に
エ
ボ
ナ
イ
ト
を
使
つ
て
あ
る
箇
所
を
真し

ん

鍮ち
ゅ
う

で
作

つ
て
、
黒
く
色
だ
け
を
つ
け
て
お
い
た
器
械
屋
が
あ
る

と
い
ふ
。
こ
れ
は
恐
ら
く
唯
の
話
か
も
知
れ
な
い
。
併し

か

し
そ
れ
と
五
十
歩
百
歩
の
い
ゝ
加
減
さ
は
到
る
処
に
あ

る
か
も
知
れ
な
い
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
、
こ
う
し

た
俗
語
化
に
よ
り
さ
ら
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

四　
「
五
十
歩
百
歩
」
の
差
を
ど
う
読
む
か

　

当
該
成
語
「
五
十
歩
百
歩
」
に
つ
い
て
、『
広
辞
苑
』

第
七
版
（
二
〇
一
八
）
に
は
「
少
し
の
違
い
は
あ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
だ
と
い
う
意
」

と
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
の
数
差
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
て
き
た
の
か
。
明
治
末
期
の
辞
書
に
は
「
少
し
の
相

違
に
て
、
大
体
に
於
て
は
同
じ
き
を
い
ふ
」（
池
田
四

郎
次
郎
『
故
事
熟
語
辞
典
』）、「
甚
し
き
差
な
き
を
い

ふ
」（
簡
野
道
明
『
故
事
成
語
大
辞
典
』）
な
ど
と
あ
る
。

十　
ヲ

一。
以　

テ

軼す
グ
ル
ヲ

二　

前
輿　

ヲ
一

為　
ス

レ

雄　
ト

。

⑲
滝
沢
馬
琴
『
近
世
説
美
少
年
録
』（
一
八
四
六
）

　

非よ
し
や如

止し

宿し
ゅ
く

せ
ず
も
あ
れ
、
其そ

の

席む
し
ろ

に
連つ

ら
な

り
て
、
猶な

ほ

云
云
と
陳
ず
る
は
、
五
十
歩
を
も
て
百
歩
を
笑
ふ
と

い
ふ
、
古
語
に
も
似
た
る
べ
し

⑳
斎
藤
月
岑
『
武ぶ

功こ
う

年ね
ん

表ぴ
ょ
う

』（
一
八
四
八
）

　

文
化
中
編
輯
せ
る
大
江
戸
春
秋
と
題
せ
る
写
本
一
巻

あ
り
。
大お

ほ
よ
そ凡
斯か

の

編へ
ん

の
体
裁
に
肖に

た
り
。
然
れ
共
載
る

所
委く

は

し
か
ら
す
し
て
、
完
備
の
物
と
は
見
え
す
、
余

が
撰
も
又
麁
漏
に
し
て
、
五
十
歩
百
歩
の
譏そ

し

り
を
免

れ
す
、
亦
彼
書
に
は
童
謡
俗
謳
の
類
迄
載の

せ

た
り
。

㉑
西
島
蘭
渓
『
続ぞ

く

秋し
ゅ
う

堂ど
う

間か
ん

語ご

』（
一
八
四
九
）

　

聖
徳
太
子
ノ
辞
ナ
リ
ト
シ
テ
謀
計
云
々
ノ
神
託
ヲ
記

ス
レ
バ
。
コ
ノ
託
宣
三
ツ
ナ
カ
ラ
。
廐
戸
太
子
ノ
神

託
ニ
擬
シ
テ
妄
作
セ
ラ
ル
ル
ト
云
ヒ
ケ
ル
。
ソ
ノ
信

ゼ
ザ
ル
ハ
是
ヲ
得
ル
ナ
レ
ト
モ
。
廐
戸
太
子
ノ
詞
ト

ス
ル
ハ
。
ナ
ホ
五
十
歩
百
歩
ノ
間
耳の

み

。

㉒
会
沢
正
志
斎
『
読
直な

お

毘び
の

霊た
ま

』（
一
八
五
八
）

　

同
姓
ヲ
娶
ラ
ザ
ル
ニ
モ
一
理
ア
レ
ド
モ
。
一
事
ノ
上

ニ
就つ

き

テ
言
フ
コ
ト
ニ
テ
。
大
道
ニ
関
係
ナ
キ
故
。
今

論
ゼ
ス
。
同
母
異
母
ノ
別
ア
リ
ト
云
フ
モ
。
五
十
歩

百
歩
ノ
差
ア
ル
ノ
ミ
。

　

当
該
成
語
は
『
孟
子
』
に
由
来
す
る
た
め
か
、
儒
書

に
も
多
く
引
か
れ
、
学
派
の
違
い
に
大
差
が
な
い
と
解

さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
「
五
十
歩
を

以
て
百
歩
を
笑
ふ
」
型
の
一
文
が
「
五
十
歩
百
歩
」
に

単
語
化
さ
れ
、
近
代
以
降
に
は
定
着
の
様
子
が
窺
え
る
。

　

坪
内
逍
遥
『
当と

う

世せ
い

書し
ょ

生せ
い

気か
た
ぎ質
』（
明
治
十
八
年
〈
一

　

彼
園そ

の

花は
な

を
娶め

と

る
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
枕し

ん

席せ
き

を
共
に

せ
ず
。
是
お
さ
ん
が
恩
義
を
お
も
ふ
に
あ
り
。
し
か

る
に
今
舞ま

ひ
〳
〵々

の
三
勝
と
や
ら
ん
を
伴
は
ば
、
所い

は
ゆ
る謂

五

十
歩
、
百
歩
の
み
。

⑭
滝
沢
馬
琴
『
椿ち

ん

説せ
つ

弓ゆ
み

張は
り

月づ
き

』（
一
八
〇
八
）

　

と
て
も
妻や

か
ら孥

に
後
れ
し
も
の
を
、
け
ふ
死
ね
ば
と
て
、

百
歩
を
恥
て
、
五
十
歩
に
駐と

ゞ
ま

る
類
に
こ
そ
、
と
お

ぼ
せ
し
程
に
、
潜ひ

そ
か

に
讃
岐
国
に
押お

し

わ
た
り
、

⑮
滝
沢
馬
琴
『
昔む

か
し

語が
た
り

質し
ち

屋や
の

庫く
ら

』（
一
八
一
〇
）

　

も
し
前
漢
後
漢
に
紛
れ
ん
こ
と
を
厭
は
ば
、
漢
末
と

も
、
季
漢
と
も
称
す
べ
き
に
、
こ
れ
を
蜀
漢
と
称
す

る
こ
と
い
よ
〳
〵
謂
れ
な
し
。
こ
れ
五
十
歩
を
も

て
、 

百
歩
を
笑
ふ
の
惑
ひ
な
り
。

⑯
松
浦
静
山
『
甲か

つ

子し

夜や

話わ

』（
一
八
二
四
頃
）

　

然
る
に
後
房
に
置
く
所
の
侍
妾
小
玉
の
輩
、
唱
歌
起

舞
す
る
に
は
、
皆
戯
場
の
歌
舞
な
り
。
さ
す
れ
ば
戯

場
の
人
を
禁
じ
て
、
そ
の
歌
舞
を
為
さ
し
む
。
所
謂

五
十
歩
を
以
て
百
歩
を
笑
ふ
に
非
ず
や
。

⑰
小
説
家
主
人
『
し
り
う
ご
と
』（
一
八
三
一
）

　

文
宣
王
の
称
を
上
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
文
宣
王
の
賛
に

と
は
書
か
ず
し
て
、『
白
虎
通
』
に
い
は
ゆ
る
、
大

夫
は
人
を
扶
達
す
る
も
の
、
と
あ
る
大
夫
相
当
の
夫

子
と
い
ふ
語
を
そ
へ
て
、
孔
夫
子
と
は
書
れ
た
る
ぞ
。

王
号
の
お
く
り
な
あ
る
人
を
、
先
生
の
称
を
以
て
い

ふ
こ
と
、
不
敬
な
ら
ず
と
す
べ
き
や
。
孔
丘
と
称
し

た
る
と
、
た
だ
五
十
歩
百
歩
の
た
が
ひ
の
み
。

⑱
寺
門
静
軒
『
江
戸
繁
昌
記
』（
一
八
三
四
）

　

轎か
ご

夫か
き
ノ

貴　
フ

二

駿
足　

ヲ
一

也
、
後
夫　

ハ

凶
也
。
以　

テ
二

百
歩　

ヲ
一

笑　
フ

二

五
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に
説
明
し
て
い
る
と
の
報
告
も
見
ら
れ
る
（「『
五
十
歩

百
歩
』
は
大
差
の
な
い
こ
と
か  

漢
文
『
故
事
成
語
』

指
導
の
問
題
点
」   

平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉）。

　

当
該
成
語
に
お
い
て
し
ば
し
ば
数
値
の
差
は
無
視
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
上
記
の
例
で
は
こ
こ
に
焦
点
を

当
て
た
う
え
で
あ
え
て
こ
れ
を
問
題
視
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
定
番
の
故
事
成
語
に
新
た
な
読
み
を
加
え
て

き
た
こ
と
も
漢
文
教
育
の
魅
力
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

五　

ま
と
め
と
し
て

　

本
稿
で
は
故
事
成
語
「
五
十
歩
百
歩
」
の
受
容
状
況

を
俯
瞰
し
た
。
も
と
も
と
は
「
五
十
歩
を
以
て
百
歩
を

笑
ふ
」
型
の
一
文
で
あ
っ
た
も
の
が
、
わ
が
国
で
は

「
五
十
歩
百
歩
」
と
い
っ
た
簡
略
化
に
よ
り
定
着
が
見

ら
れ
た
。
近
代
以
降
、
当
該
成
語
が
広
く
普
及
す
る
一

方
で
、
距
離
の
長
短
を
無
視
し
て
良
い
の
か
と
、
改
め

て
そ
の
論
点
を
俎
上
に
載
せ
て
再
考
し
て
い
る
。
現
在
、

「
五
十
歩
百
歩
」
は
大
差
が
な
い
意
義
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
読
み
換
え
の
経
緯
を
知
る
こ
と
も

故
事
成
語
を
活
か
す
う
え
で
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

魏
（
梁
）
の
恵
王
の
返
答
「
是　

レ
モ

 

亦　
タ

走　
ル

也
」
か
ら
は

本
来
歩
数
の
差
異
に
意
味
を
見
出
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
だ
が
、
上
記
の
よ
う
に
漢
文
教
材
は
従
来
通
り

の
一
義
的
な
読
み
に
固
執
す
べ
き
で
は
な
く
、
多
様
な

解
釈
が
試
み
ら
れ
て
き
た
点
に
も
注
目
し
た
い
。
普
段

無
意
識
に
使
用
し
て
い
る
故
事
成
語
の
世
界
に
思
い
を

巡
ら
し
て
み
る
こ
と
も
含
蓄
深
い
読
み
方
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

閑
却
さ
れ
た
時
、
差
別
的
世
界
た
る
現
実
界
が
、

全
然
其
意
義
と
権
威
と
を
抛は

な

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
中
略
）
無
論
我
々
の
理
想
世
界
は
、
畢
竟
こ
れ

を
平
等
観
の
世
界
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
云
ふ

事
に
、
誰
も
異
存
の
あ
ら
う
筈
も
な
い
が
、
そ
れ

だ
か
ら
と
云
つ
て
、
真
実
の
平
等
観
は
、
本
来
差

別
観
を
超
越
し
た
所
に
建
設
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

つ
て
、
之
を
無
視
し
た
所
に
求
め
ら
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。 

（『
ン
ダ
モ
シ
タ
ン
』）

　

現
実
世
界
の
数
値
の
差
を
無
視
し
た
中
で
は
真
実
の

平
等
観
は
建
設
さ
れ
な
い
と
の
内
容
で
あ
る
。
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
に
発
表
さ
れ
た
随
筆
の
中
で
、
英
文

学
者
戸
川
秋
骨
は
「
翻
訳
業
」
に
つ
い
て
「
五
十
歩
百

歩
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
。

何
と
な
れ
ば
ど
う
せ
出
来
な
い
翻
訳
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
良
く
て
も
、
悪
く
て
も
結
局
は
五
十
歩
百

歩
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
つ
と
も
物
事
の
相
違

は
五
十
歩
百
歩
と
い
ふ
処
が
大
事
な
の
で
、
低
気

圧
と
高
気
圧
と
の
差
は
比
較
的
僅
少
だ
し
、
体
温

は
三
十
七
度
な
ら
平
温
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
三

度
越
し
た
四
十
度
は
大
熱
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
況

ん
や
五
十
歩
百
歩
は
大
変
な
相
違
に
ち
が
ひ
な
い

が
、
そ
れ
は
場
合
に
依よ

る
事
で
、
何
事
も
一
律
に

は
行
か
な
い
。 

（『
翻
訳
製
造
株
式
会
社
』）

　

近
年
で
は
門
屋
温
も
当
該
成
語
に
つ
い
て
「
五
十

歩
」
と
「
百
歩
」
を
単
純
に
「
大
差
な
い
」
と
解
す
べ

き
で
は
な
く
、「
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
本
質
的
な
違

い
は
な
い
」
意
味
に
捉
え
、
受
講
学
生
に
も
そ
の
よ
う

戦
後
、
東
洋
史
学
者
の
貝
塚
茂
樹
は
「
量
の
差
を
無
視

し
て
、
た
だ
質
だ
け
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
観
点
に

は
問
題
が
あ
る
」（『
世
界
の
名
著
３  

孔
子
孟
子
』）

と
指
摘
し
た
が
、
こ
う
し
た
見
解
は
大
正
新
教
育
運
動

で
活
躍
し
た
澤
柳
政
太
郎
の
以
下
の
文
章
に
も
見
ら
れ

る
（
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉）。

五
十
歩
も
百
歩
も
退
く
は
同
じ
く
退
く
の
で
あ
る

か
ら
同
一
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
な
る
差
が
な

い
と
い
ふ
の
は
、
誤
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
元
来
人

間
社
会
の
こ
と
に
は
絶
対
な
る
も
の
は
一
も
な
い

の
で
あ
る
。
悉

こ
と
ご
と

く
皆
相
対
比
較
的
の
こ
と
で
あ

る
。
善
と
い
う
て
も
純
粋
の
善
と
い
ふ
も
の
な
く
、

悪
と
い
う
て
も
絶
対
の
悪
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
。

況ま

し
て
利
と
い
ひ
害
と
い
ひ
、
得
と
い
ひ
失
と
い

ひ
、
適
当
と
い
ひ
不
適
当
と
い
ひ
、
健
全
と
い
ひ

病
的
と
い
ひ
、
幸
福
と
い
ひ
災
禍
と
い
ひ
、
悉
く

比
較
的
の
も
の
で
な
い
も
の
は
な
い
。
比
較
上
よ

り
い
へ
ば
、
五
十
歩
百
歩
の
差
は
大
な
る
も
の
で

あ
る
。
五
十
歩
と
六
十
歩
も
大
な
る
違
ひ
で
あ
る
。

 

（『
退
耕
録
』）

　

こ
こ
で
は
日
常
の
行
動
に
お
い
て
小
善
・
小
悪
の
中

の
些
細
な
違
い
に
注
意
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
、
早
稲
田
大
学
出
身
の

文
学
者
東
秀
雄
も
歩
数
の
差
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

五
十
歩
百
歩
の
差
が
、
孟
子
に
よ
つ
て
無
視
さ
れ

て
か
ら
、
何
と
な
く
、
程
度
の
差
と
い
ふ
事
が
一

般
に
閑
却
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
強あ

な
が

ち
其
れ
を

悪
い
と
は
主
張
せ
ぬ
が
、
程
度
の
差
と
い
ふ
事
が
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